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管理経費

自主事業

令和6年度 令和7年度

71,150,000

5,376,138

設置年月日

⑴　管理運営業務
　ア　複合施設の窓口等の運営に関する業務
　イ　施設及び設備の維持管理に関する業務
⑵　その他の業務

自主事業 4,112,580

72,835,010

指定管理者制度導入施設の管理運営状況総合評価シート（令和7年度）

吹田市江坂町1丁目19番1号

所管部室課名
①土木部　公園みどり室
②地域教育部　中央図書館

(3)選定方法 公募（プロポーザル方式）

(4)指定管理者
が行う業務内
容

江坂公園及び吹田市立江坂図書館施設名

(2)指定期間

【規模】
敷地面積　23,000㎡
建築面積　385.38㎡
延床面積　9,353.80㎡
鉄筋コンクリート造一部鉄骨造、地下
２階塔屋１階建ての地下１階及び中２
階部分

グリーンホスピタルサプライ江坂公園

１　施設の概要

(1)指定管理者

２　指定管理者の概要

所在地

令和４年７月１日～令和24年３月31日

(1)設置目的

(2)規模、開館
日等

①昭和44年2月7日
②平成8年4月1日

①都市における緑のオープンスペースを整備、保全、活用することで良好な都市
環境を形成し、もっては公共の福祉に資すること
②図書、記録その他必要な資料を収集し、整理し保存して、一般公衆の利用に供
することにより、その教養、調査研究、レクリエーション、視聴覚教育等に資す
ること

江坂図書館
【休館日】
年末年始、月の最終木曜日（祝日と重
なる時はその翌日）、特別整理期間
【開館時間】
午前10時～午後６時
木・金は午後８時まで（祝日は午後６
時まで）

(5)指定管理者
の収支

支
出

71,150,000

4,367,922

計画

71,150,000

実施結果

-

成果指標（活動指標）

789,578

4,059,176

-

その他

令和6年度 令和7年度

計画 実施結果 計画

３　成果指標（活動指標）

- - -

実施結果

71,150,000

-

実施結果 計画

-1,528,689

その他

1,539,112収支差額

-

収
入

73,535,791

5 12 11

- 419,648 - 417,116

3,208,144

6,915,250

-780,574

-

71,150,000

3,202,074

指定管理料

又は利用料金

図書館利用者数

- 4,625 -

利用促進事業回数

書籍貸出数

71,150,000

5,157,500

新規登録数

公園利用者数

- 476,408

-

13
11,764※ - 11,066※

4,357

- 498,402

※利用者数の調査は月2回（平日・休日の1日ずつ）実施



・日報への問合せ、苦情、要望、称賛等の記録
・利用者へのアンケート

項目 評価

(1)市民の平等
な利用の確保

・接遇研修を実施し、利用者の平等な公園及び図書館の利用が確保されている。
・情報セキュリティ研修を実施し、個人情報保護に努めている。

５　管理運営状況に対する評価

(2)把握結果

(3)結果を受け
ての対応状況

・様々なイベントを開催することで利用促進に繋げており、アンケート結果も良好であ
る。
・イベント開催時には音量を制限する等、近隣住民に配慮した工夫ができている。
・引き続き、利用促進と通常利用者、近隣住民とのバランスを考慮し、管理運営を行っ
ていくことが必要である。

・公園協議会にて、イベントの在り方、要望に対する対応策等について、合意形成に努
めた。
・引き続き、利用者ニーズを確認しながら柔軟な対応を行う。

(1)把握方法

４　利用者ニーズの把握状況

(2)施設の効用
の発揮

・清掃業務やゴミ回収業務に力を入れており、利用者にとってきれいで快適な公園及び
図書館の維持管理に努めている。
・苦情や要望に対し迅速に対応し、利用者が不利益を被らないように努めている。
・積極的なイベント開催や、自主事業による利用促進を行っている。

(6)総合評価

清掃業務・剪定業務を始めとして、きめ細やかな維持管理を行っており、公園の美観の
維持に貢献している。図書館業務については、経験を重ねる中で業務遂行の能力向上が
見られる。また、定期的に地域を巻き込んだイベント等を開催しており、利用促進に努
めている。今後も引き続き、公園と図書館が一体となっている特徴を活かした、連携イ
ベントの開催に期待したい。

(3)管理を安定
して行う人
員、資産その
他の経営規模
及び能力

・施設管理の研修を実施し、職員の職務向上が図られている。

(4)施設の管理
経費の縮減

・職員の兼務、業務の一部を直営対応することで管理経費の軽減が図られている。他、
グループ会社の強みを活かした、より安定した施設運営が期待される。

(5)その他
・公園協議会の事務局として自治会、地域、ボランティア団体、企業協議会等との調
整、協働を図っている。
・施設、設備の破損等突発的な事象にも市と協力して対応する姿勢が取れている。


